
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※※※ 発 行 人 ※※※※※※ 
特定非営利活動法人 

介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会 
代表理事 熊谷 道夫 

第１２０号 
【 平成２９年１月１日 】 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
会
員
各
位
、
支
援
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
順
調
に
事
業
展
開
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
、
当
会
が
設
立
さ
れ
て
二
十
周
年
の
記
念
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。 

設
立
以
来
、
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
先
輩
の
皆
さ
ま

に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
も
、
ご
指

導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
世
間
で
は
「
い
い

夫
婦
の
日
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
朝
方
大
き
な
地
震

が
福
島
沖
を
震
源
地
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

仙
台
港
に
一
．四
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
全

国
的
に
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」

と
の
連
呼
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

丁
度
そ
の
日
は
、
小
学
校
六
年
の
「
ク
ラ
ス
会
」
の
日

で
し
た
。 

卒
業
し
て
か
ら
、
六
十
年
が
過
ぎ
て
お
り
、
年
々
参

加
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
欠
か
さ
ず
開

催
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
感
謝
の
気
持
で
一

杯
で
す
。 

昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
話
題
は
、
多
岐
に
渡
り
ま
す

が
、
楽
し
い
一
時
で
し
た
。 

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
」
、
「
健
康
と
病
気
」
、
「
趣

味
」
、
「
生
涯
学
習
」
、
「
孫
自
慢
」
、
「
介
護
」
、
「
Ｐ

Ｃ
」
等
々
。 

百
四
歳
の
義
母
を
在
宅
で
看
取
り
、
後
期
高
齢
者

と
な
っ
た
現
在
、
Ｐ
Ｃ
教
室
に
通
っ
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。 

超
高
齢
社
会
の
到
来
＝
二
千
二
十
五
年
問
題 

二
千
二
十
五
年
に
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳

を
迎
え
、
全
人
口
の
二
割
弱
が
七
十
五
歳
と
な
る
。 

ク
ラ
ス
会
の
話
の
中
で
は
、
我
々
が
介
護
を
受
け
る
時

代
に
は
、
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
外
国
人
」
が
主
力
と
な

る
と
の
話
が
、
や
や
自
虐
的
に
で
す
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
説
明
さ
れ
る
時
、

結
語
で
は
「
高
齢
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
担
い
手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

今
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
基
本
は
、
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
」
を
作
っ
て
い
く
事

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
成
要
素
と
し
て
「
住
ま
い
」
、

「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
」
、
「
在
宅
医
療
」
、
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
是
非
「
利
用
者
本

位
」
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
求
め
た
い
と
考
え

ま
す
。 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
は
、
地
域
＝

町
、
包
括
＝
ぐ
る
み
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
＝
支
え
合
い
の
し

く
み
と
読
み
替
え
て
使
用
し
て
い
る
と
の
発
言
が
、
あ

る
自
治
体
の
幹
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

「
専
門
性
」
ば
か
り
に
特
化
す
る
こ
と
な
く
、
「
市
民

参
加
」
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

雑
駁
な
年
頭
の
ご
挨
拶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

会
員
、
関
係
者
各
位
の
、
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

元
気
に
明
る
く
活
動
し
ま
し
ょ
う 

平
成
二
十
九
年
謹
賀
新
年 
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私の望み「幸」 

～～ 馬上 敏子 ～～ 
 

①太極拳の友人から誘いを受けて 

②先輩調査員の方々が「介護サー
ビス情報の公表」の制度を理解し、

臨機応変な対応に畏敬の念を覚えました。 
③・「介護サービス事業所の業務を勉強し、理解を深め
ることが必要である」と認識しました。 
  ・訪問者として丁寧な対応が必要であることを感じま
した。 
④介護する人・される人・される人の家族、すべての人が
「幸」である環境が私の望みです。 
⑤篠笛を演奏すること 

 

未知の世界を・・・ 

～～ 高橋 志津子 ～～ 
 

①調査をする仕事をしてみないかと

いうお誘いを受け、知ることも、知る

機会もなかった世界を知りたくて・・・ 

②これまで３回５事業所に同行。高齢化社会、核家族化

した現代になくてはならない事業であり、また他人（ひ

と）の人生の終盤を請け負う仕事、単に営利目的だけで

やれるものではない深遠な事業なんだな～と痛感。 

③真に利用者の福祉を考え、自分が利用者の立場だっ

たら、どうしてもらったらうれしいのか、快適と感じるの

かは、経験してみなければわからないからと自ら体験ま

でする若き事業主のいることに驚き、その熱意と誠意

ある取組みに感銘を受けました。 

従業員にも積極的に資格を取らせ、様々な研修に参加

させ人間性を育てている事業主がいることにホッとす

るというか・・・ 

介護施設の不祥事の続く中、こんな人間味のある施設

もあることにホッとすると共に、こうした人々にふれる

ことの出来る調査員としての仕事にやりがいがあるの

ではと思えた経験でした。 

④年々高齢化社会になっていく昨今、家族だけの介護

は難しく、介護事業は今日の社会の必須事業なのでしょ

う！誰もが等しく年を取り、他人（ひと）に迷惑をかけた

くないと思い乍ら、不本意に誰かの世話を受けねばな

らなくなった時、社会を支えて、老いた今こそ、安心し

て、自分らしい人生の終盤を送れるよう福祉の充実を

図ることは、当然の努めなのだと考えさせられました。

この調査がその充実の一助になるとするなら幸いで

す。 

⑤読書 
 

充実した内容のケアの実践を… 

～～ 小倉 美代子 ～～ 
 

①友人の紹介で気軽に研修を受け

させていただきました。 

②緊張して、自分にはできないと感

じました。 

③確認のための材料をしっかり見られるように勉強して

いく事が大切だと思いました。とても緊張します。 

④いずれ公的サービスを受ける事になるので、少しでも

事業所の方々に充実した内容のケアをしていただきた

いと思います。 

⑤卓球（週４回） 

 

介護保険の更なる充実 

～～ 清野 芳弘 ～～ 
 

①以前に勤務していた職場の先輩

に誘われました。 

②先輩調査員の方々は調査項目の

内容について十分に理解していました。早くスムーズな

調査が出来るようになりたいと思います。 

③どこの事業所もまじめに一生懸命取り組んでいること

がわかりました。 

④過去に二人介護保険のお世話になり、介護される本人

は勿論、家族も本当に助かりました。益々高齢化が進む

中、さらなる充実が求められるのではないでしょうか。 

⑤里山の散歩 

 

「安心」と「満足」 

～～ 堀越 洋子 ～～ 
 

①今まで分からなかった介護の仕

事に興味がありました。 

②確認のための材料を適切に判断

出来るのが凄いと思います。 
③難しく似たような言葉で大変だなあと思いました。 
④必要としている人に安心と満足が得られる社会になれ
ばと思います。 
⑤旅行 

 

活動体験のなかから、①会員になったきっかけ、②調査に同行して感じた事、③主任調査員・調査

員を経験して、④介護・福祉について思う事、⑤趣味・特技 についてコメントを寄せていただき

ました。 

新調査員を迎えて 
 

活動の更なる充実を・・・・・ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ルを上げていかねばと思いました。 

③主任の方々の話し方、聞き方などに接し、事前に充分

準備して臨む必要性を痛感しました。 

④プロである、なしにかかわらず、一人ひとりの心の成

熟がないと、超高齢社会の介護・福祉のあり方は変わら

ないと思いました。 

⑤写経・音楽 

②・資料の確認と現場確認の調査項目を事前にチェック

しておく事。 

・訪問事業所への交通手段や所要時間の十分なチェック

が必要 

③事業所に入る前に携帯電話のマナーモードの切り替

えや、帰る時に忘れ物がないか、お互いに声を掛け合う

事が必要だと感じました。 

④老々介護で不幸なニュースを知るたび、福祉政策の重

要性と不備な面を考えさせられる。地域住民と密着した

政策制度の確立を早急に推進すべきだと思います。 

介護職員の質の向上と福祉の向上を願う。 

⑤映画鑑賞 

 

ビスの公表制度の調査活動は利用者本位の選択の手助

けになると思い入会しました。 

②身の引き締まる思いです。四畳半いっぱいに並べられ

た調査対象資料を見て、唖然とするばかりでした。 

しかし、先輩調査員の笑顔をもって見事に処理する姿勢

に感服しました。 

③提供される介護サービスが不断に「プラン・実行・チ

ェック・見直し」を行い、質の向上を図るケアマネージ

メントが、公表制度の要であると感じました。 

④介護保険は、介護サービスを民間に開放し、家族介護

の社会化に有ります。 

しかし、財政逼迫という美名？のもとに制度の改悪にな

ってしまうようで不安です。 

⑤映画鑑賞です。「或る終焉」は訪問看護を、また、「は

じまりはヒップホップ」は予防介護の事でした。 

「ゆずの葉ゆれし」の松原智恵子は、日活時代そのまま

の美しさ。 

 

われ即決しました。 

②同行させていただいた先輩調査員の方々の口調のや

さしさ、質問の的確さに感心しました。 

調査の難しさも実感し、即決したことを後悔しました。 

③先輩調査員の後を追うばかりで何もできず、早く迷惑

をかけないようにならなければと思いました。 

④自分が介護される側になった時に、質の高い介護を受

けたいと思っており、必要な時に必要な人に、すぐに提

供できる福祉を願っています。 

⑤食べ歩き 

 

地域住民との密着 

～～ 伊藤 博實 ～～ 
 

①元会社の上司からの誘いがあり、

一万人の活動に興味がありました

から会員になりました。 

知識と情報の広がりを求めて 

～～ 竹内 妙子 ～～ 
 

①一万人市民委員会の方に声を掛 

けて頂き、介護に関心があったので

何らかの形で介護の勉強が出来れば

必要な時に、必要な人に 

～～ 眞山 若葉 ～～ 
 

①これまでの仕事に一区切りつき、

福祉に関して何かできることがあ

ればと思っていたところ、知人に誘

知識・情報が広がると思い入会させて頂きました。 

②確認の為の書類の多さに新ためて驚きました。調査の

主旨と事務所の解答が異なる場面もあり、調査の大変さ

を実感しました。 

③公平である為の確認が、事務所毎に書類が異なったり

するので戸惑うことがあります。 

④これからますます介護は必要なものとなり、施設の充

実が要求されていくと思います。情報の公開のなかで多

くの選択肢があれば、利用する側も安心出来るのではな

いかと思います。 

⑤バレーボール・テニス 

 

スキルの向上を目指して 

～～ 伊藤 美恵子 ～～ 
 

①知人からの紹介 

②施設により様々で、それぞれに合

わせた話し方も大切かと思い、スキ

不断の「ＰＤＣＡ」 

～～ 佐藤 保夫 ～～ 
 

①認知症の母を介護していました

ので、介護サービスを、どの事業所

にするか大変迷いました。介護サー

下記の項目についてコメントを寄せて頂き
ました。 
 
①会員になったきっかけ 
②調査に同行して感じた事 
③主任調査員・調査員を経験して 
④介護・福祉について思う事 
⑤趣味・特技 



 

 

 

２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 

①総会の案内 

②その他 

第 ４ 回 理 事 会 模 様 
★平成２８年１１月１５日（火）、仙台市生涯学習支援

センターにおいて、第４回理事会が開催され、会

員の現況報告、地域包括ケアシステムの具体化

などについて話し合われた。 

・(社)宮城県社会福祉協議会が設立した「宮城

県地域支え合い・生活支援推進連絡会議」メン

バーとして参加することが承認された。 

・「地域包括ケアシステム」の具体的な取り組み

の一環として、榴岡地域包括支援センター主催

の「榴岡ほっとサロン」への参加・支援など、他団

体が主催するコミュニティ・生活支援活動への

積極的な参加・支援活動に取り組んでいくこと

とする。 

・設立２０周年記念事業についてプロジェクトを

立ち上げ検討する。 

（※詳細については事務局備付けの議事録を閲

覧願います。）     

 

平成２８年１１月８日(火)仙台市生涯学習支援センタ

ーにおいて、元宮城県保育士会会長平塚幹夫氏を

迎え、今年度重点的に取り組むこととしている「保

育所等子ども施設」に合わせて、「第三者評価調

査に関する厚労省の動向」についての研修が行わ

れました。 

平成２８年１０月３日(月) 宮城県庁講堂において、宮城

県主催の「地域密着型サービス外部評価調査員」の

フォローアップ研修が開催されました。 

午前中は①サービス評価の現状と動向、②評価項目

の内容の理解、③対話技術の向上と評価票の記入に

ついて、ＮＰＯ法人・地域生活サポートセンター事

務局長の平林景子氏の講話、午後からは事業所、市

町村の担当者を交え、「サービス評価の円滑かつ効

率的な実施、活用法」について平林氏の講話に引き

続き、外部評価機関の取り組みについて、一万人市

民委員会・副代表理事早坂幸代氏、介護サービス非

営利団体ネットワークみやぎ・副理事長入間田範子

氏の報告、事業所の取り組みについて、グループホ

ーム縄文の風・伊藤あおい氏の報告の後、外部評価

全般にわたって、事業所、評価機関、市町村担当者

の意見交換が行われた。 

「第三者評価調査者」フォローアップ研修 

平成２８年度「宮城県地域密着型サービス外部評価調査員」フォローアップ研修 



 

２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 ２０１5 年度 事業活動状況 

①総会の案内 

②その他 

◆よろず相談会のご案内 
 

身近な困りごと、悩みごとなどの相談会を当会顧問

の武田貴志弁護士、安田廣冶司法書士を相談役に、両先

生から法律、成年後見関係の分野に限定せず、生活全

般、法律相談などに関する「なんでも」相談していただ

きます。（無料です） 

時間と場所は次のとおりです。 

＊時  間：午後１時～３時(毎回)  

＊場  所：テルウエル相談室(一万人市民委員会宮 

城事務所隣り) 

＊受付電話：０２２-293-8158 

    FAX：022-293-8230 

申し込み締切日は開催日の７日前としますがそれ以降で 

も有りましたら、連絡願います。 

お気軽に相談願います。 
 

☆開催日程（２９年１月～２９年３月） 

・ １月２０日（金） 相談役 安田廣冶司法書士 

・ ２月２８日（火）  相談役 武田貴志弁護士 

・ ３月２２日（水）  相談役 安田廣冶司法書士 

 

◆成年後見センターのご案内 
 
こんな時には当センターへお気軽に相談下さい。 

・最近物忘れが多く通帳やお金の管理ができなくな

ってきた 

・一人暮らしで日常生活や身辺の管理など不安 

・介護サービスを受けたり病院を受診するのに必要

な契約や手続きが一人ではできず不安 

・離れて暮らしている親の判断能力が低下してきて

いる 
【 受付時間 】 
 ・月～金（土・日・祝日を除く） ９：００～１７：００ 
【 受付電話 】 
・電話：022-293-8158 

◆地域密着型サービス外部評価活動 

７月初めから活動を開始し、第２四半期は１２事業所 

１０・１１月は２９事業所、１２月は２３事業所の評価調査

を終えました。 

本年度の評価調査予定１２７事業所に対し、約５０％ 

の進捗率となっています。 

◆情報の公表調査活動 

９月２６日からスタートした調査活動は９月に３０ 

事業所、１０月に７６事業所、１１月に９３事業所、１２月に 

６６事業所と順調に進められています。 

本年度の調査予定事業所数４２７事業所に対し、

６２％の進捗率となっており、平成 29年 2月末まで

に調査完了を目途に取り組んでいます。 

◆福祉サービス第三者評価 

・特別養護老人ホーム「成仁杜の里仙台」につい

て、１０月に訪問調査、１１月に第三者評価委員会を

終えて、12 月に評価結果の公表となっています。 

・母子生活支援施設(社会的養護施設)「仙台むつ

み荘」ついて、11 月に訪問調査、１2 月に第三者

評価委員会を終えて、29 年 1 月に評価結果の公

表予定となっています。 

 

仙台市では、高齢者の尊厳の保持と自立生活の

支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域

で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けるこ

とができるよう、地域包括ケアシステム（地域の包

括的な支援・サービス提供体制）の構築を推進し

ているなかで、行政サービスのみならず、ＮＰＯ、ボ

ランティア、民間企業等による支援体制と高齢者

の社会参加が求められています。 

これを受けて「地域包括ケア推進検討委員会」を

立ち上げ、会議では①仙台市との対話、情報交

換、②地域ケア会議への参加、③生活支援コーデ

ィネーターの育成、④地域包括支援センター主催

のサロン・カフェ等運営サポート 等に取り組んで

います。 

 

 

～ 平成２８年度の評価調査活動 ～ ～～ 「地域包括ケアシステム推進 

検討委員会」を立ち上げました ～～ 
 

原 稿 募 集 

☆私の健康法 
☆特技・趣味 
☆評価活動時の色々な場面でのエピソード 
☆ニュースレターについて一言 
☆日々のあれこれ（生活の中で感じたこと）  
☆川柳、俳句、短歌       
等々テーマは自由、字数は４００字程度 

★原稿宛先：一万人市民委員会事務局 
(ファックス、メール、郵送いずれでも可) 

 
～～ 皆様からの投稿をお願いします ～～ 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集委員：荒井勝子 兼平幸雄 栗原節子 團 順子 前田泰子 

相
談
役 

柏
倉
二
男 

「
介
護
・福
祉
に
つ
い
て
今
、
思
う
事
」 

健
康
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
怪
我
を
す
る
こ

と
も
な
く
過
ご
し
て
来
た
私
で
す
が
、
昨
年
自

転
車
事
故
で
転
倒
し
身
動
き
で
き
な
か
っ
た

時
、
先
ず
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
自
宅
で
待
つ
、

要
介
護
の
夫
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
色
々
あ
っ
た
に
し
て
も
あ
の
最
悪
の
事

態
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
の

お
か
げ
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
た
介
護
・福
祉

が
受
け
ら
れ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。
大

満
足
と
は
言
え
な
い
が
「
何
と
か
な
る
、
安
心

で
き
る
」
現
在
の
介
護
・福
祉
の
窓
口
を
狭
め

な
い
で
欲
し
い
。こ
れ
が
今
の
思
い
で
す
。 

「
私
の
健
康
法
」 

考
え
て
み
れ
ば
、
特
別
に
意
識
し
取
り
組
ん
で

い
る
健
康
法
は
私
に
は
な
い
。 

強
い
て
い
う
な
ら
ば
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
ず
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
り
、
一
日
を
忙
し
く
過
ご

し
て
い
る
事
で
し
ょ
う
か
。 

「
お
っ
と
！
！
も
う
一
つ
」
。
買
い
物
が
大
好

き
、
良
い
も
の
を
し
か
も
安
く
買
え
た
時
の
満

足
感
は
最
高
。 

「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
つ
い
て
一
言
」 

編
集
者
の
「
読
ん
で
も
ら
え
る
会
報
」
を

目
指
す
姿
勢
に
は
大
い
に
拍
手
を
お
く
り
た

い
。 

そ
の
姿
勢
が
根
底
に
あ
り
、
又
調
査
機
関
と

し
て
の
長
年
の
積
み
重
ね
を
、
時
に
焦
点
を

絞
り
記
事
に
反
映
さ
せ
て
い
る
な
ど
、
近
年
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
内
容
は
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た

読
み
甲
斐
の
あ
る
紙
面
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
発
行
し
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 

さ
て
、
一
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。 

可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
訪

問
し
た
際
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
感
銘
を

受
け
た
こ
と
な
ど
、
特
集
し
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
限
定
し
ま

す
。又
最
近
の
も
の
は
除
い
た
方
が
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。） 

 

専
門
委
員 

柏
倉 

萬
里
子 

私 

の 

徒 

然 

「一年の計は元旦にあり」と申しますが、会員の皆様に於かれまし

ては、気持ちを新たにして邁進されている事と存じます。 

年初めのニュースレターは、第１２０号でスタートしました。 

熊谷代表理事から年頭のご挨拶を頂き、地域包括ケア推進に向けて、

高齢になっても最後まで自分らしく安心して暮らせる「地域」を作

り、その中で「元気で明るく活動しましょう」と力強い励ましの言

葉を頂きました。 

また、新調査員の方々から、５項目の内容についてコメントを頂き、

ご多忙中にもかかわらず、真摯に取り組んで下さりご協力に感謝申

し上げます。 

ニュースレターでは投稿を募っています。皆様の心温まる投稿をお

待ちしております。                 （團） 

 


